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2022 年 4 月 28 日 

 

各 位 

会社名   株式会社 杉村倉庫 

代表者名   取締役社長 福西 康人 

（コード番号 9307  東証スタンダード市場） 

問合せ先  経営企画部長 田中 康裕 

（TEL 06-6571-1221） 

 

杉村グループ中期経営計画(2022 年度～2026 年度)策定のお知らせ 

 

当社グループは 2022 年度から 2026 年度までの中期経営計画を策定いたしましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

 当社グループは 2021 年度を最終とする中期経営計画を 2017 年に策定し不動産及びその

他事業による安定的収益基盤をもとに本業である物流事業の収益力強化と品質向上に取り

組んでまいりました。 

 この間、当社を取り巻く事業環境は、新型コロナウイルス感染症拡大による人々の生活へ

の影響や将来の人口減少による労働力不足等の懸念に加え、多くの大型物流施設開設や物

流受託領域拡大等々と大きく変化してきております。 

 このような認識のもと当社グループは持続的に成長し企業価値を向上させるため 2026 年

度を最終年度とする新たな中期経営計画を策定しました。お客様、株主の皆様、働く人にと

っても「より良い会社」となるべく取り組んで参ります。 

 

【１．基本方針】 

当社の経営理念である「常にお客様ニーズを先取りし期待に応える」、「物流業務を通

じて社会に貢献する」、「株主、従業員に豊かさを還元する」に則り、持続的且つ安定的

な成長を目指す。 

また、サステナビリティへの取組みの社会的重要性は高まってきており事業活動にお

いて継続し課題に対処していく。 

≪物流事業≫ 

 既存事業深耕及び新規顧客獲得を経営の両輪とし収益向上 

 物流品質向上とＤＸ推進による生産性向上に取組み 
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 ≪不動産事業≫> 

 所有不動産の有効活用 

 ≪その他事業≫ 

 適切な設備投資を行い、ゴルフセンター、売電事業の安定した収益継続を図る 

 

【２．事業戦略】 

（１） 取扱貨物拡大 

① グループ連携強化を図り新規貨物・顧客獲得への営業推進 

② アウトソーシング領域拡大 

③ 顧客満足度（ＣＳ）向上への取組み 

④ ＤＸ推進による競争力の強化 

⑤ Ｍ＆Ａよる事業拡大を検討 

（２） 拠点拡大 

① 大阪港営業所福崎倉庫二期工事による増床 

② グループ一体となり顧客ニーズに沿った拠点展開 

（３） 生産性向上 

① 現場荷捌体制及び運用を検証し業務改善に取り組む 

② ＤＸプロジェクトと連携し、事務・荷捌手順等業務プロセスの見直しを行う 

 

【３．人材育成】 

  「より良い会社」へ成長する為、指示待ち社員ではなく課題に立ち向かう自律型社員

の育成を目指す 

 

【４．サステナビリティへの取組】 

（１） 環境課題への取組 

「環境保護方針」を基に環境に配慮した事業活動への取組を推進し、地球環境を大

切にする社会の実現に貢献する 

（２） 社会課題への取組 

安心・安全・健全な労働環境を確保し、持続的成長を支える人材の確保と育成に 

取組む 

（３） ガバナンス 

健全な経営を行うための社内ガバナンス体制を堅持し、社会から信頼される企業

を目指す 
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【２０２６年度連結業績目標】 

                        （百万円） 

  ２０２６年度目標 ２０２１年度実績 

営業収益 １１，１１３   １０，１９１ 

営業利益 １，３１５    １，１７５ 

  


